
高萩市市民憲章

小自然をだいせつ|こし、美しいまちをつ

| きまりを守り、明るいまちをつくりま［

礼儀を正しくし､う到引,”るまプ<

元気で働き､豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつくり

)くりましょう

ﾉよう

くりましょう

1 ましよう

榊殿 溌鴬

螺鼎癖 f繩鳴



人
口
の
高
齢
化
、
医
学
の
進
歩
、
成

人
病
等
の
疾
病
の
変
化
等
に
よ
り
、
医

療
費
は
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
医
療
費
の
伸
び
（
老
人
十
五
％

台
、
一
般
七
％
台
）
は
、
住
民
所
得
（
約

一
・
九
％
）
を
上
回
り
、
国
保
財
政
は

苦
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

国
保
財
政
は
、
保
険
の
給
付
（
医
療

費
の
支
払
い
・
）
に
必
要
な
財
源
と
し
て
、

国民健康保険事業状況；
国
民
健
康
保
険
は
、
健
康
の
保
持
増
進
を
図
り
、
住
民
生
活
の
安
定
を
目

的
と
し
た
相
互
扶
助
制
度
で
す
。

健
全
な
、
国
民
健
康
保
険
の
財
政
を
運
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
一

人
ひ
と
り
の
健
康
自
己
管
理
が
大
切
で
す
。

概況 S.59.8.1現在

総人口 33 ， 570

総世帯数 10， 034

国保世帯数 4，234

国保被保険者数 10，441

加入率 31 ． 1％

被保険者に占める老人の割合

1，376人＝13． 2％

ま
ず
健
康
管
理
が
大
切

口59年度予算の歳入･歳出は

’
その他39,673千

総務費39,263千円3

国
民
健
康
保
険
制
度

‐

I
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
保
険

税
と
国
や
県
の
補
助
金
な
ど
に
よ
っ
て

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
医
療
費
が
増

え
れ
ば
増
え
た
分
の
一
部
は
、
そ
の
ま

ま
保
険
税
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
に
な

り
、
日
常
生
活
の
健
康
管
理
が
非
常
に

大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

1人当り診療費の推移（一般分） 1人当り保険税の推移
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岫
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健
康
保
険
の
加
入
者
は
、
高
額
所
得

者
も
、
低
所
得
者
も
お
り
、
個
人
の
医

療
費
の
支
払
い
に
困
る
こ
と
の
な
い
よ

う
相
互
扶
助
し
あ
う
制
度
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
保
険
税
も
被
保
険
者

の
所
得
・
資
産
割
（
応
能
割
）
に
よ
る
負
担

と
所
得
の
い
か
ん
に
関
係
な
く
、
被
保

険
者
の
す
べ
て
に
、
均
等
・
平
等
割
（
応

益
割
）
と
の
負
担
に
よ
る
、
相
互
扶
助

の
税
負
担
で
す
。

1人…雪擶圖關腰悪鷲層￥
計算します。 i

＝

応能割 ：

①所得割額=申告所得(前年度；
所得） より基礎控除額26万：

円を差し引いた額に丁:汀を ：
乗じた額 §

ミ

②資産割額＝土地、家屋にかか；

る固定資産税額に器を乗脅
ミ

じた額
I

応益割 ミ
ー

③均等割額＝被保険者一人につき ：
ミ

6，000円 尋

④平等割額＝－世帯あたり ：
8,500円 ミ

以上唖麺の算出額を合計：
主

した額か、国保税年税額になi) i
＝

31万円以上の世帯は、 31万円(限：
刃

度額）になります。 （但し、低き
L

も

所得者については、均等割、平ミ
ヰ

等割について4割、 6割の減額：
￥

を行っています｡） 告
；
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（2）

当り診療費の推移(老人分）
医療費の負担割合

月ｉ湖
一
１

６
円

５

咽
、

４

２４

郡
、
岨
円
４
迦
一９７

３

へ
‐
）

国の負担
、 45％

保険税
25％
咳国保、

医療費の

負担割合〕45,624円

Ⅱ
本人負担
30％

こ
の
貴
重
（
大
切
）
な
財
源
を
有
効

５

に
使
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
８

市
で
は
、
中
高
年
齢
層
を
主
に
対
象
ば

と
し
た
成
人
病
の
疾
病
の
予
防
健
康
く侭

づ
く
り
対
策
と
し
て
、
一
般
健
康
診
査
、

胄
が
ん
検
診
、
婦
人
が
ん
検
診
、
健
康

相
談
、
健
康
教
育
、
訪
問
指
導
等
を
実
万

５９

施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に
積
極
的
学

記
に
参
加
し
て
健
康
管
理
に
は
、
十
分
に
科

７
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
う

５

よ

病
気
や
け
が
を
し
た
ら
、
お
医
者
さ
せ

５６

ん
に
か
か
る
の
は
、
当
然
で
す
が
、
受
娠

弱
診
の
際
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
心
成

か
け
ま
し
よ
『
７
。

○
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
心
が
け
ま

‐
ｌ
）
，
ｒ
手
、
可
ノ
Ｏ

○
注
射
や
薬
の
ね
だ
り
は
や
め
ま
し
よ

『
「
ノ
Ｏ

○
急
病
の
と
き
以
外
は
、
休
日
、
時
間

外
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
病
院
の
ハ
シ
ゴ
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
保
険
証
は
必
ず
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

○
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ

Ｉ
ｆ
Ｃ



く ）環境がすばらしいですね

瞳認
建
設
大
臣

高
萩
市
を
訪
問

八
月
二
十
九
日
附
、
そ
し
て
、
主
要
地
方
道
と
し
て
整
備

水
野
清
建
設
大
臣
が
高
が
急
が
れ
て
い
る
県
道
高
萩
大
子
線
・

萩
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
高
浜
有
明
海
岸
侵
食
対
策
事
業
促
進
を

建
設
大
臣
は
、
高
萩
図
る
た
め
の
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。

駅
十
一
時
二
十
四
分
の
こ
の
あ
と
、
高
萩
大
心
苑
、
花
貫
ダ

急
行
と
き
わ
七
号
で
到
ム
、
望
海
ゴ
ル
フ
場
、
高
萩
海
岸
を
視

着
す
る
と
、
た
だ
ち
に
察
し
、
市
の
現
状
と
、
高
萩
大
子
線
、

市
役
所
に
来
庁
。
大
高
高
萩
海
岸
を
直
接
そ
の
足
で
見
て
歩
き

市
長
、
吉
田
市
議
会
議
ま
し
た
。

長
を
は
じ
め
と
す
る
市
水
野
建
設
大
臣
は
、
「
県
北
、
特
に

の
関
係
者
が
出
迎
え
ま
高
萩
市
は
環
境
が
す
ば
ら
し
い
。
こ
れ

し
た
。
ら
の
環
境
を
ど
ん
な
形
で
開
発
し
て
い

こ
の
あ
と
、
国
、
県
く
か
。
道
路
や
海
岸
の
問
題
も
、
こ
れ

の
関
係
者
も
同
席
し
て
、
に
付
随
し
た
施
設
を
含
め
て
、
県
と
連

市
長
か
ら
高
萩
市
の
概
絡
を
と
り
、
予
算
の
増
額
を
考
え
て
い

況
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
き
た
い
。
」
と
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
て

た
。
く
れ
ま
し
た
。

こE

灘

、

為
謬
套
捗
Ⅱ

▲
大
高
市
長
と
吉
田
議
長
に
よ
る

市
の
概
況
説
明
と
陳
情

水
野
建
設
大
臣

ｑ
海
岸
侵
食
の
現
状
を
視
察

（
〉

CG…亟○CGC唾me唖配E℃“…調G〔 …江口＝

金
メ
ダ
リ
ス
ト

富
山
選
手
も
祝
福

条
例
関
係

一
市
議
会
だ
よ
り
ロ
高
萩
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

※
昭
和
五
十
九
年
三
月
の
地
方
税
法

（
七
月
臨
時
会
）
の
一
部
改
正
に
よ
る
課
税
限
度
額
等

の
改
正
、
並
び
に
国
民
健
康
保
険
税

の
被
保
険
者
均
等
割
額
、
世
帯
別
平

一
昭
和
五
十
九
年
第
二
回
高
萩
市
議
等
割
額
を
改
正
す
る
た
め
の
条
例
の

蚕
室
臨
時
会
が
、
七
月
二
千
日
に
開
か
一
部
改
正
。

一
れ
ま
し
た
。

一
今
回
の
臨
時
会
に
提
出
さ
れ
た
案
予
算
関
係

〕
件
は
三
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
○
昭
和
五
十
九
年
度
高
萩
市
国
民
健
康

一
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、
次
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

一
の
と
お
り
で
す
。
（
第
一
号
）

畷
Ⅲ
Ⅲ
皿
：
、
叩
Ⅱ
ｕ
：
、
Ⅱ
Ⅱ
：
ｎ
Ⅱ
Ｕ
ｏ
ｐ
ｎ
Ⅱ
Ｕ
：
ｎ
Ⅱ
Ｕ
９
や
、
Ⅱ
リ
。
。
ｎ
Ⅲ
Ⅲ
Ｕ
ｏ
ｑ
ｎ
Ⅱ
Ｕ
３
ｎ
Ⅱ
Ⅱ
。
。
ｎ
Ⅱ
Ｕ
ｐ
ｐ
ｎ
Ⅱ
り
：
桐
Ⅱ
⑩
日
厘
川
Ⅲ
Ｕ
向
。
、
Ⅱ
Ⅱ
：
Ⅲ
Ⅱ
Ｕ
ロ
ロ
川
Ⅱ
リ
。
ロ
、
Ⅱ
Ｕ
口
⑨
ｎ
Ⅱ
Ｕ
何
⑪
両
Ⅱ
Ⅱ
唾
：
ｎ
Ⅲ
Ⅱ
回
に
仰
Ⅱ
Ｕ
８
ｎ
Ⅲ
り
。
。
、
Ⅲ
Ⅲ
苫
１
Ⅲ
Ⅱ
唖
：
ｎ
Ⅱ
リ
ロ
缶
Ｒ
Ⅱ

ー

八
月
十
九
日
日
市
民

体
育
館
で
、
全
国
五
十
九

ク
ラ
ブ
の
選
手
と
父
兄
約

六
百
人
が
参
加
し
て
、
全

国
少
年
レ
ス
リ
ン
グ
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

幼
児
か
ら
小
学
六
年
生

ま
で
、
三
十
九
階
級
に
分

か
れ
た
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全国少年

レスリング

選手権大会

※
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
、
六
○
一
万

九
、
○
○
○
円
を
減
額
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
一

れ
ぞ
れ
、
十
億
九
、
○
五
九
万
円
一

と
す
る
も
の
。

そ
の
他

○
高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
規
約
一

の
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て
一

※
組
合
の
事
務
所
の
位
置
を
、
本
一

町
一
丁
目
一
○
○
番
地
か
ら
東
本
一

町
三
丁
目
十
一
番
地
に
改
め
る
も
一

の
。

（
議
会
事
務
局
）
一

リ
。
月
Ⅲ
Ⅲ
苫
。
ｎ
Ⅲ
Ｕ
ｏ
Ｂ
ｎ
Ⅲ
Ⅲ
唾
回
向
Ⅲ
Ⅱ
ｙ
④
ｎ
岨
Ⅲ
；
“
Ⅱ
Ⅱ
ｕ
で
⑧
ｎ
Ⅱ
Ｕ
ロ
⑤
、
Ⅱ
Ｕ
：
、
Ⅱ
ｕ
Ｄ
ｂ
ｎ
Ⅱ
Ｕ
晶
日
、
Ⅱ
り
ぜ
胃
Ⅱ
Ⅲ
苫
胃
Ⅲ
Ⅱ
芯
。
ｎ
Ⅲ
Ｕ
も

高
萩
か
ら
も
、
十
五
名
が
参
加
し
、

大
い
に
活
躍
し
ま
し
た
。

成
績
（
敬
称
略
）

幼
年
の
部

十
七
地
級
優
勝
大
泉
一
之

プ
ラ
ス
二
十
一
陀
級
優
勝
小
野
邦
弘

二
位
国
井
良
浩

一
一
一
・
四
年
の
部

二
十
八
囎
級
三
位
田
野
井
智
行

三
十
蛇
級
三
位
佐
藤
亘

三
十
八
蛇
級
三
位
荒
川
国
行

大
泉
一
之
く
ん
（
上
写
真
中
央
）

『
金
メ
ダ
ル
を
取
れ
て
う
れ
し
い
、

お
父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も
喜
ん
で
い
る

Ｏ

卜
李
』小

野
邦
弘
く
ん

『
も
っ
と
、
試
合
を
し
た
か
っ
た
。
』

(3)
テレフォンサービス「市政案内」は（23） 1151 . 1 152です
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か
つJff＃

時『7J

コプ

ね〃
東京ディズニーランド

夢
や
冒
険
の
世
界
を
体
験
ｉ

八
月
二
十
六
日
⑧
、
第
十
四
回

〃
高
萩
市
民
号
″
が
、
東
京
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
む
け
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
過
去
最
高
の
六
百

八
名
、
当
日
は
欠
席
者
な
し
と
い

う
需
況
ぶ
り
で
し
た
。

今
回
の
〃
市
民
号
〃
は
、
行
き

先
が
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
小
人
・
中
人
の

参
加
者
が
二
百
六
名
と
約
三
割
を

占
め
、
家
族
連
れ
の
参
加
者
が
た

く
さ
ん
見
受
け
ら
れ
、
た
の
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

五
時
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間

で
し
た
が
、
効
率
よ
く
そ
れ
ぞ
れ

の
ラ
ン
ド
を
回
り
五
～
六
の
乗
り

物
に
乗
っ
て
来
た
人
も
い
た
と
か
？

の
し
い
思
い
出
の
〃
市
民
号

う
り
ま
し
た

、

お
と
な
も
子
ど
も
も
と
も
こ

参加者608名

市制施行30周年記念

わぁ－広いねえ さあ見学しましょうわぁ－広いねえ

へ
）

識鱗壁、
竪 今““>鈴〈露〈露e参くき参鈴〈”鋳〉銭>鐙〈鍵

錘
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
は
は
じ
め

》
て
だ
か
ら
楽
し
か
っ
た
で
す
。
「
イ

よ
》
削
綜
淫
馴
斯
い
ば

註
》
か
つ
た
：
．
…
。

も
錘
ｌ
お
母
さ
ん
の
宏
美
さ
ん

げ
恥
市
民
号
に
は
今
年
始
め
て
参
加

》
唾
し
ま
し
た
。
手
ご
ろ
な
値
だ
ん
で

お
鈴
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
い
一

》
日
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
お
と
な
は

鈴
ち
ょ
っ
と
疲
れ
ま
し
た
が
子
ど
も

認
た
ち
は
一
兀
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。

… 壷嘘

曇
匙
謬
耐

余
っ
て
い
る
か
ら
ま
た
行
き
た
い

「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
は
お
も
し

ろ
か
っ
た
。
約
一
時
間
待
っ
て
ス

ペ
ー
ス
マ
ウ
ン
テ
ィ
ン
や
カ
リ
ブ

の
海
賊
な
ど
四
つ
乗
っ
て
き
ま
し

た
。
ス
ペ
ー
ス
マ
ウ
ン
テ
ィ
ン
は

目
を
つ
ぶ
っ
て
い
る
う
ち
に
終
わ

圭
匂
や

鄙
ロ
二
○

て
，
可
」

上
少
き
す
ぎ
二

一

域 鷺坐
十
季
つ
ぞ
ｆ
」

た
け
ど
、
券
が
た
く
さ
ん

蝋

蕊 ､蝿識

鋳

蕊
抄出

噂

足
が
痛
く
な

ほんごう ともみ （ ｜年）

本郷朋美ちゃん
ナーかこ （4歳）

貴子ちゃん

安良川81 1－5

おの やすゆき

小野靖之君
． （ 5年）

石滝団地2590－5
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（
ブ
｜
フ
ジ
ル
選
手
権
に
特
別
参
加
）

七
月
二
十
三
日
か
ら
八
月
三
日
ま

スポーツに頑張った〃
豆
力
士
〃
友
好

親
善
の
旅
／

夏休み

で
の
、
十
二
日
間
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
パ

ウ
ロ
市
で
開
か
れ
た
第
二
十
三
回
全
ブ

ラ
ジ
ル
す
も
う
選
手
権
大
会
に
、
茨
城

県
す
も
う
使
節
団
一
行
十
五
名
が
日
本

か
ら
初
参
加
し
（
幼
年
の
部
に
出
場
）
、

友
好
親
善
を
図
り
ま
し
た
。
サ
ン
パ
ウ

ロ
市
に
は
八
十
万
人
の
日
系
人
が
生
活

し
、
す
も
う
は
極
め
て
盛
ん
な
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。

高
萩
市
か
ら
は
、
次
の
四
名
（
高
浜

ス
ポ
ー
ヅ
少
年
団
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

海
老
沢
喜
義
コ
ー
チ
（
加
工
製
紙
）

「
全
国
で
初
め
て
茨
城
県
が
、
友
好
親

善
に
行
き
ま
し
た
。
今
後
引
き
続
き
、

他
県
で
も
ぜ
ひ
、
親
善
に
と
い
う
動
き

か
あ
る
よ
う
で
す
れ
ど 一

》

み
ご
と
／
・
県
大
会

初
優
勝

関
東
大
会
に
出
場

八
月
十
六
日
、
十
七
日
の
二
日
間
、

千
葉
県
銚
子
市
野
球
場
で
、
蕊
十
回
関

東
近
県
中
学
生
選
抜
野
球
大
会
が
開
催

さ
れ
、
高
萩
中
学
校
が
、
茨
城
県
代
表

と
し
て
出
場
し
、
み
ご
と
第
三
位
の
成

績
を
納
め
ま
し
た
。

高
萩
中
学
校
は
、
こ
れ
よ
り
先
、
八

月
十
四
日
の
県
選
抜
大
会
で
、
決
勝
戦

の
対
戦
相
手
の
波
崎
一
中
を
一
対
○
で

く
だ下
し
、
初
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

○
キ
ャ
プ
テ
ン
の
松
浦
英
治
君
（
中
三
）

「
関
東
大
会
で
は
、
み
ん
な
緊
張
し

て
い
た
よ
う
で
す
。
勝
て
な
い
相
手
じ

林
栄
伸
（
東
小
四
年
）

「
友
だ
ち
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し

た
。
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
手
紙
も
来
ま
し

た
い
島
崎
智
也
（
東
小
五
年
）

「
風
呂
に
入
れ
ず
、
シ
ャ
ワ
ー
だ

け
な
の
で
不
便
で
し
た
》

高
橋
忍
（
東
小
六
年
）

「
食
事
は
、
肉
が
多
く
、
味
が
し

ょ
っ
ぱ
く
、
か
ら
い
の
で
、
お
い
し

く
な
か
っ
た
哩

貴
重
な
経
験
を
し
た
三
人
の
豆
力

士
は
、
十
二
日
間
の
長
旅
か
ら
日
本

に
帰
っ
て
き
て
「
ホ
ヅ
」
と
し
た
様

子
で
し
と
。

識

ｑ
高
萩
中
学
校
ナ
イ
ン

や
な
か
っ
た
し
、
残
念
で
し
た
…
・
・
酔

○
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
斉
院
直
也
君
（
中
三
）

「
関
東
大
会
は
く
や
し
か
っ
た
け
ど
、

県
の
選
抜
で
初
優
勝
し
た
時
は
う
れ
し

か
っ
た
で
す
ど

空
手
道
少
年

全
国
大
会
に
出
場

八
月
十
八
日
、
十
九
日
の
両
日
、
静

く
さ
な
ぎ

岡
県
草
薙
体
育
館
で
、
小
・
中
学
生
全

国
空
手
道
選
手
権
大
会
が
開
か
れ
、
当

市
か
ら
は
、
県
大
会
で
代
表
権
を
獲
得

し
た
次
の
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
が
、

善
戦
に
も
か
か
わ
ら
ず
惜
敗
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

中
学
二
年
組
手
の
部

鈴
木
聡
、
石
下
直
哉

小
学
五
年
組
手
の
部

石
下
弘
二

八
月
二
十
日
側
市
民
体
育
館
で

県
中
学
校
剣
道

選
手
権
大
会

~

年
団
創
立
三
周
年
記
念
近
県
剣
道
大
会

が
、
い
わ
き
市
植
田
町
で
行
わ
れ
、
選

抜
さ
れ
た
六
十
四
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

技
を
競
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
低
学
年
の
部
で
、
武
徳

殿
少
年
剣
士
隊
が
み
ご
と
三
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。

ま
た
、
武
徳
殿
で
は
、
剣
士
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
練
習
日
は
、
毎
週
水
・

金
・
土
曜
日
の
午
後
五
時
か
ら
で
す
。

詳
し
く
は
、
武
徳
殿
ま
た
は
小
川
藤

夫
（
狂
二
二
’
三
四
四
三
）
ま
で
。

茨
城
県
中
学
校
剣
道
選
手
権
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
今
年
で
十
七
回
を
む

か
え
、
三
十
八
校
約
二
百
名
が
参
加
、

団
体
戦
、
男
・
女
個
人
戦
と
激
し
い
つ

ば
ぜ
り
あ
い
を
演
じ
ま
し
た
。

武
徳
殿
少
年
剣
士
隊

三
位
に
入
賞
／

八
月
五
日
日
錦
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少

(5) ｢市政案内」は（23） 1 151 . 1 152です。テレフォンサービス



八
月
四
日
由
高
萩
中
学
校
校
庭
で
市
内
小

学
生
の
地
区
対
抗
球
技
大
会
が
行
わ
れ
、
（
男

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
女
子
ボ
ー
ト
ボ
ー
ル
）
約

二
千
名
が
参
加
し
て
、
競
技
に
、
応
援
に
こ
さ

の
な
か
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

旬

、〆

▲7月29日（日） 地域福祉推進実施計画の－部として、安

良川の身体障害者療護施設『愛正園」では、 ↑結ぼうき

ずなを地域の人と〃を合い言葉|こ三まつりを行い、老人

会･婦人会･高校生会などたくさんの市民が参加しました。

…

"IMI撚溌呂
冒 』 鍔

､ :嚢、 ．

蕊？"■
麓蕊: ◆
篭

鷺錘‘

蕊

《

癖

▲8月8日体） 中央公民館で、高齢者大学、市政

を学ぶ会〃が開かれ、約130名が参加。 1時間余

りにわたり、熱心に市政について、市長の話しを

間きました。

▲8月11日(土）舂日町児菫公園で、勤労冑

少年ホム、駅前商店会、高校生会などの

共催で、 「愛は地球を救う」 ｜こ協力するチ

ャリティー行事を行い、たくさんの市民の

善意が寄せられました。

へ
》

夏
休
み
中
の
七
日
間
、
東
小
学
板
ブ
ー
ル
で
、
ち
び

っ
子
水
泳
教
室
・
親
子
水
泳
教
室
が
開
か
れ
、
小
学
生

や
お
母
さ
ん
が
水
泳
の
墓
本
的
な
泳
ぎ
か
た
を
教
わ
り

ま
し
た
。
最
終
日
ま
で
に
は
、
だ
く
さ
ん
の
人
が
泳
げ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ｑ

鴬
鱗

▲8月25日(土） 高浜市営グランドで、第12回市長杯争

奪軟式野球大会の開会式が行われ約900名のかだが参

加されました。ナイタでの開会式は、今年が始めて

の試みです。 …

､…舘蕊
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石
岡
”
命
婦
が
、
稲
荷
社
の
使
わ
し

め
で
あ
る
狐
を
祀
る
巫
女
で
あ
る
な
ら

ば
、
中
世
常
陸
の
農
村
社
会
に
は
狐
の

信
仰
か
広
ま
っ
て
お
り
、
巫
女
的
女
性

か
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
う
す
る
と
、
「
妙
法
寺
過
去
帳
」
文

明
七
年
二
四
七
五
）
の
記
事
に
「
妙

光
卯
・
五
き
つ
子
娘
」
、
長
享
元

年
二
四
八
七
）
「
経
円
し
つ
子
入

沙､“、
('06)q歴史
赤浜妙法寺過去帳
/↑ 1－、

（几十カーノ

志田諄一

（
）

》一

九
月
の
年
金
相
談

）寺）

専
門
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
年
一

金
の
あ
ら
ゆ
る
疑
問
に
お
答
え
一手

し
ま
す
。
相
談
は
無
料
、
気
軽
一）

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
一一一一

○
十
一
一
日
㈱
商
工
会

〉

午
前
十
時
～
午
後
二
時
ン一

厚
生
年
金
の
み

毒

○
十
四
日
燭
常
陽
銀
行
《》

午
前
十
時
～
午
後
三
時
（
以

茎

下
同
じ
）
）

○
’
’
一
日
倒
茨
城
相
互
銀
行
一

○
二
八
日
燭
市
民
セ
ン
タ
ー

〉

道
七
・
十
一
」
と
あ
る
の
が
問
題
に

な
っ
て
く
る
。

「
き
つ
子
」
は
「
き
つ
ね
」
の
こ
と

で
あ
る
。
「
き
つ
子
娘
」
は
長
享
元
年

に
死
亡
し
た
「
き
つ
子
入
道
」
の
娘
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
娘
は
父
親
よ
り
も
早

く
こ
の
世
を
去
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

で
は
「
き
つ
子
入
道
」
と
は
、
何
者
で

あ
ろ
う
か
．
「
入
道
」
は
仏
道
に
入
っ

て
修
行
す
る
こ
と
、
ま
た
は
そ
の
人
を

意
味
す
る
が
、
こ
の
場
合
は
在
俗
の
人

で
髪
を
お
ろ
し
て
は
い
る
が
寺
に
入
っ

て
い
な
い
者
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
経
円
」
と
法
名
を
つ
け
ら
れ
た
こ

の
男
が
生
前
「
き
つ
子
入
道
」
と
呼
ば

れ
た
の
は
、
こ
の
人
物
が
狐
つ
き
の
家

に
生
ま
れ
た
か
、
あ
る
い
は
狐
に
取
り

つ
か
れ
、
糖
神
病
的
な
振
舞
い
が
多
か

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
か
ら

兼季蜑落写
真
は

石
岡
付
近
を
流
れ
る
大
北
川

夏
休
み
も
終
わ
り
子
ど
も
た
ち
は
、
事
業
へ
の
理
解
が
さ
れ
た
た
め
と
思

二
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。
夏
休
み
中
、
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
宿
題
の
た
め
に
、
「
一
日
「
水
の
日
」
ま
た
「
水
の
週
間
」

に
水
が
ど
の
く
ら
い
使
用
さ
れ
て
い
ま
が
設
定
さ
れ
、
毎
年
実
施
さ
れ
て
い

す
か
？
」
ま
た
、
「
家
庭
用
、
営
業
用
、
ま
す
が
、
水
が
い
か
に
貴
重
で
あ
る

工
場
用
そ
れ
ぞ
れ
に
区
分
し
て
ど
う
で
か
と
い
う
こ
と
を
市
民
一
人
ひ
と
り

す
か
？
」
と
い
う
質
問
が
、
た
く
さ
ん
が
再
認
識
し
、
節
水
を
は
じ
め
合
理

あ
り
ま
し
た
。
水
道
課
で
、
調
べ
た
数
的
な
水
の
使
用
に
努
め
ら
れ
た
の
で

量
を
グ
ラ
フ
に
し
て
学
校
に
提
出
し
発
し
よ
う
。

三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
二
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
匡
水
道
事
業
は
、
使
用
者
の
み
な

そ
の
血
筋
を
受
け
た
娘
も
、
若
く
し
て
川
さ
ん
に
、
常
に
一
定
し
た
水
圧
で

亡
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
川
家
庭
へ
、
工
場
へ
と
送
っ
て
経
営

表するのでしょう。一一一今年の夏は、八月三日に最大配一一水菫極則一派君鮭軒轌江詫一一一一

と
覺
鮒
鑿
迂
蓬
一

で
お
願
い
し
て
い
ま
す
数
々
の
水
道
聿
一

事
業
へ
の
理
解
が
さ
れ
た
た
め
と
思
一
一
三
一
一

い
ま
す
。
’
三

「
水
の
日
」
ま
た
「
水
の
週
間
」
一
三
一

が
設
定
さ
れ
、
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
一
三
一

ま
す
が
、
水
が
い
か
に
貴
重
で
あ
る
一
三
一
一
か
と
い
う
こ
と
を
市
民
一
人
ひ
と
り
一
二
一

が
再
認
識
し
、
節
水
を
は
じ
め
合
理
幸
一

的
な
水
の
使
用
に
努
め
ら
れ
た
の
で
一
三
一
一

しよう。二三陸水道事業は、使用者のみな三

川さんに、常に一定した水圧で薑川家庭へ、工場へと送って経営一一一一川の努力をしていますので、一一三Ⅲ層のご協力をお願いします。一三一

Ⅲ

Ⅲおしらせ三Ⅲ水道を使用されているかた言川で、病気等による長期の入院一一

Ⅲ
ま
た
は
、
長
期
出
張
が
生
じ
た
場
一
三
一

川
合
は
、
使
用
者
の
み
な
さ
ん
の
申
一
一
一

Ⅲ川し出により一時的に水道を止一三川めておくこともできます。止一川めてある期間は料金はかかり雲州ません。業務係では、不在時一一三一

Ⅲ
山趣
に
家
の
中
で
水
が
も
れ
た
り
、
茎
一
一
一
一

』
Ⅲ一軸たずらによる蛇口の開閉等が一三一咄醐岬生じた場合を考え、使用者の一Ⅲみなさんにお願いします。一一一一一

水
道
課
’
’
一
三
一
一

ー

十
月
二
十
日
出

劇
団
銀
河
鉄
道

ぬ
い
ぐ
る
み
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
龍
の
子
太
郎
」

時
間
午
後
二
時
三
十
分
か
ら

入
場
料
一
、
○
○
○
円
（
全
自
由
席
）

入
場
券
発
売
日
九
月
十
七
日
側
か

ら

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

田
所
書
店
、
仲
屋
書
店
、
深
谷
書
店
、

根
本
異
酒
店
（
島
名
）
、
樫
村
商
店
（
下

手
綱
）
、
日
立
市
民
会
館
、
ピ
ア
ノ
マ

ー
ト
（
磯
原
）
、
文
化
会
館

※
問
い
合
せ
先
文
化
会
館

壷
二
三
’
七
四
二

十
月
十
六
日
㈹

「
高
橋
真
梨
子
コ
ン
サ
ー
ト
」

時
間
午
後
六
時
開
演

入
場
料
Ａ
席
三
、
○
○
○
円

Ｂ
席
二
、
八
○
○
円

入
場
券
発
売
中

(7)
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ボ
ケ
と
は
、
精
神
涌
動
が
全
体
的
に

低
下
し
て
い
る
状
態
を
い
い
ま
す
。

健
康
状
態
が
よ
く
、
常
に
頭
を
使
っ

て
い
る
人
な
ら
、
た
と
え
ど
ん
な
に
高

齢
に
な
っ
て
も
ボ
ケ
る
こ
と
は
な
い
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ボ
ケ
は
、
脳
の

神
経
細
胞
の
働
き
が
う
ま
く
い
か
な
い

丁詮亜ｒＦ■豈工塁写巳五口歳邑司Ｅ苫・二函西口毛匹ⅡＦ口壷Ｊ・正ニョ■ヨコ二哩司弓引”弓ぼ豆田Ｌ■Ｅ言■をＥ且言“画副等』らロ宇上工里ロマ二ｚすこ健
や
か
な
老
後
の

た
め
に
（
ボ
ケ
予
防
）

(1歳6か月児健診）

’｡齢ざ祠:韓辮l}' '蔵‘か H)と 二

ロ

『

二

二

豈

■

三

ｚ

号

日

学

三

・

Ｆ

Ｅ

二

三

邑

冤

Ｉ

吾

Ｅ

ロ

二

“

“

己

“

二

エ

マ

口

望

匹

二

』

“

■

画

目

ロ

画

正

五

【

。

Ｅ

三

岳

口

口

四

日

■

画

可

・

阜

Ｅ

■

画

・

手

こ

□

口

言

三

“

呈

ら

口

・

と
き
に
起
こ
る
の
で
す
が
、
そ
の
原
因

が
脳
血
管
の
病
気
（
脳
出
血
、
脳
こ
う

塞
、
脳
動
脈
硬
化
な
ど
。
）
が
明
ら
か
な

場
合
と
、
は
っ
き
り
し
た
原
因
が
な
く

起
こ
る
場
合
と
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ

の
場
合
も
、
日
常
生
活
の
な
か
で
健
康

を
保
つ
こ
と
が
ボ
ケ
を
予
防
す
る
こ
と

に
つ
な
か
り
ま
す
。

ま
た
、
散
、
踊
り
、
ゲ
ー
ム
、
ス
ポ

ー
ツ
、
手
芸
な
ど
を
楽
し
ん
だ
り
、
か

ら
だ
を
使
っ
た
り
す
る
の
も
ボ
ケ
の
予

防
に
効
果
的
で
す
。
そ
こ
で
、
簡
単
に

で
き
る
ゲ
ー
ム
を
一
つ
紹
介
し
ま
す
。

「
耳
鼻
つ
ま
み
」

①
右
手
で
右
の
耳
左
手
で
鼻
を
つ
ま

み
ま
す
。
こ
の
動
作
を
④
と
し
ま
す

②
右
手
で
鼻
を
つ
ま
み
、
左
手
で
左
の

耳
を
つ
ま
み
ま
す
．
こ
の
動
作
を
⑧
と

し
ま
す
。

③
「
う
さ
ぎ
と
か
め
」
の
歌
に
あ
わ
せ

て
交
互
に
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
慣
れ

て
き
た
ら
、
④
⑧
の
動
作
を
、
手
を
交

差
さ
せ
て
行
っ
て
み
ま
す
。

お母さんの京子さん

おばあさんの康子さん

本町1丁目89番地

きょうは、お母さんとおばあさんとい

っしょに健康診断

最近は、姉妹げんかもしばしば。

ごきげんなときは、体を動かしながら

歌をうたいます。

二人とも玉子の白みが大好き。だれか

らも好かれる心やさしい女の子になって

ほしいです。

両〆

市
で
は
、
高
萩
保
健
所
と
の
共
催
に

よ
り
「
妊
婦
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
妊
娠
、
出
産
、
育
児
の
知
識
に
つ

い
て
学
ん
だ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
不
安
や

心
配
ご
と
の
相
談
を
、
楽
し
い
雰
囲
気
の

中
で
行
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
毎
月
、
第
一
・
第
二
金
曜
日
》
』
：
；
“
＃
；
》
環
境
問
題
」
は
票
に
な

午
後
一
時
開
講
等
ｂ
な
い
。
大
石
さ
ん
が
知
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
高
萩
市
民
セ
ン
タ
ー
』
そ
れ
処
か
、
国
や
自
治
体
の
開
発
事
業

鰯齢； 元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
を
生

む
た
め
に
ｌ
妊
婦
教
室

’ お
し
ら
せ｜

’

妊婦教室いとうろう流しと花火〃

わたいき よういち（5歳）

‐ー一二一国一一二劇一一ー一司M
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率
ど
こ
ろ
か
、
下
手
を
す
る
と
鉄
つ
い

一
下
る
こ
と
か
あ
る
。
だ
が
、
ど

聞
一
の
自
治
体
で
も
、
「
自
然
を
た

催
い
せ
つ
に
し
て
」
云
々
の
憲
章

銅
だ
け
は
忘
れ
て
い
な
い
・

坐
原
種
に
近
い
ス
モ
モ
（
李
）

一
さ
て
、
こ
れ
か
ら
は
ま
た
、

榴
川
回
号
を
め
ざ
す
わ
け
で
あ
る
。

御
過
去
加
年
を
な
が
め
、
こ
れ
か

苧
わ
の
加
年
を
考
え
て
み
た
い
・

榴
こ
れ
か
ら
の
市
内
の
自
然
は
、

卦
そ
の
自
然
度
を
か
な
り
、
後
退

一
さ
せ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
７
。
い

－
ま
ま
で
ど
お
り
掲
載
さ
れ
て
い

｝
く
写
真
は
、
雄
弁
に
そ
れ
を
語

字
Ⅲ
Ⅱ
隅
仰
川
阯
Ｍ
師
訓
Ⅲ
Ⅱ
酌
即
肌
印
Ｈ
脾
訓
即
‐
Ⅱ
抑
Ｍ
１
ｈ
ｌ
Ｉ
ｊ
Ｊ
‐
１
１
Ｊ
１
‐
Ｉ
Ｌ
眠
川
‐
１
１
泊
Ｉ
ｌ
ｆ
ｈ
世
４
．
１
１
Ⅱ
ｆ
Ⅱ
Ⅱ
ｆ
ｊ
１
１

へ
》

一
な
ど
に
、
イ
チ
ャ
モ
ン
を
つ
け
る
こ
と

《
が
目
立
つ
。
お
上
に
た
て
つ
く
不
届
き

一
な
輩
で
あ
る
。
こ
ん
な
団
体
に
は
、
賞

当
ど
こ
ろ
か
、
下
手
を
す
る
と
鉄
つ
い
が

』

陥
川
に
お
も
う

まさに、光陰は矢りかける証拠になるに違いない。一冊の如しである。このつとめて、おもしろくて明るい一卦欄も八年余を経過し、そして、楽しい記事を書き続けた一一冊ｉえた。そろい海藤り細っ曹菫Ｉい一

一
そ
る
、
ど
こ
か
で
、
ア
や
な
ニ
ュ
ー
ス
の
場
合
で
も
、
市
民
の
一

↑
カ
テ
ミ
ー
賞
を
く
れ
な
知
る
権
利
を
守
り
た
い
。

－
い
か
と
、
首
を
長
く
し
そ
れ
で
は
ま
ず
、
珍
ら
し
い
ニ
ュ
ー
て
ま
っ
て
い
る
の
だ
が
、
ス
か
ら
。
大
荷
田
の
鈴
木
正
雄
さ
ん
所
一

さ
っ
ぱ
り
、
そ
ん
な
気
有
の
山
林
か
ら
、
原
種
に
近
い
ス
モ
モ
一

配
は
な
い
。
Ⅱ
写
真
”
Ⅱ
が
み
つ
か
っ
た
。
実
の
直
径
一

も
つ
と
も
、
「
自
然
は
胆
ミ
リ
く
ら
い
・

環
境
問
題
」
は
票
に
な
「
最
も
古
い
時
代
に
、
支
那
か
ら
渡
来
－

大
石
さ
ん
が
知
っ
て
い
る
。
し
た
と
い
わ
れ
る
ス
モ
モ
」
が
、
大
荷
一

一
、
国
や
自
治
体
の
開
発
事
業
田
の
山
に
植
え
ら
れ
、
生
き
つ
づ
け
て
一

イ
チ
ャ
モ
ン
を
つ
け
る
こ
と
来
た
。
こ
れ
は
、
最
も
古
い
文
化
が
、
一

一
。
お
上
に
た
て
つ
く
不
届
き
海
岸
線
か
ら
妬
岫
も
奥
を
通
っ
て
い
た
一

》
る
。
こ
ん
な
団
体
に
は
、
賞
あ
か
し
と
言
え
よ
う
か
。

一
、
下
手
を
す
る
と
鉄
つ
い
が
（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）
一

Ⅱ
７
Ⅱ
０
４
９
１
０
０
０
１
０

叫
川
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
川
Ⅲ
門
川
Ⅲ
旧
門
Ｍ
Ｎ
岫
川
Ｍ
Ｎ
Ⅱ
門
Ｍ
門
Ⅱ
川
Ｍ
Ⅲ
Ⅱ
Ｈ
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ⅱ
Ⅲ
』

＝＝一三一一一二一二一一一一
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一
舞
い
お
り
た
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
一
連
の
施
設
を
見
学
。
午
後
に
は
高
戸
の
小

一
の
ホ
ヅ
ト
ニ
ュ
ー
ス
（
市
報
七
月
号
九
浜
海
岸
で
磯
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

一
べ
Ｉ
ジ
で
紹
介
）
、
覚
え
て
い
ま
す
か
？
。
。
・
・
。

↑
こ
れ
ま
で
数
回
に
わ
た
る
乎
祇
の
や
☆
宇
都
野
校
長
先
生
（
鴫
内
小
）

創

も

丁

１

℃

▼

二

▲

Ｑ

‐

１

Ａ

６

７

盃

Ｇ

Ｉ

弓

凶

ｑ

ｒ

マ

４

９

ｒ

４

口

ｒ

毛

ｊ

Ｑ

▽

Ｌ

且

Ｑ

ワ

ュ

４

ｏ

ｒ

『

ｊ

Ｑ

ｒ

二

コ

ｊ

■

７

二

ｉ

Ｑ

ｒ

当

』

Ａ

Ｑ

ｒ

６

ｊ

９

マ

４

Ｂ

▽

す

４

▽

弓

４

９

Ｊ

ｂ

マ

、

Ａ

Ｕ

Ｙ

ｊ

０

Ｙ

一辛÷岸今合一一一

内
線
一
天
一
一
）
し
昭
和
二
十
九
年
八
月
町
村
合
併
直
前

の
本
町
通
り
。
タ
ク
シ
ー
も
外
車
使
用

ｈ

０

，

４

１

も

ｊ

Ｖ

５

４

９

と

ｊ

９

５

４

Ｖ

も

４

７

９

‐

４

９

‐

今

八

９

９

４

９

弓

ｊ

９

．

７

Ｊ

？

＆

４

７

１

ｊ

▽

・

で

４

９

も

４

９

＄

１

９

，

４

７

岳

入

り

②

千

４

９

も

Ａ

９

、

と

▼

も

４

９

４

Ｖ

４

９

９

４

９

１

４

９

百

入

り

、

Ａ

９

‐

９

Ａ

▽

・

弓

４

９

４

４

９

９

Ｊ

０

り
と
り
な
ど
で
交
流
が
続
い
て
い
ま
し

一
風
船
が
と
り
も
つ
友
好
の
輌
ノ
．

た
が
、
去
る
八
月
十
日
、
保
育
所
の
佐

一
栃
木
県
鴫
内
小
学
校
、
高
萩
市
藤
二
三
子
所
長
の
招
待
で
、
鴫
内
小
児

Ｌ
き
う
ち

童
た
ち
十
人
が
高
萩
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

に
や
っ
て
く
る
。

拙
侍
さ
れ
た
鴫
内
小
の
六
年
生
大
人

一
栃
木
県
黒
磯
市
鴫
内
小
の
児
童
が
卒
四
年
生
の
真
湖
ち
ゃ
ん
、
宇
部
野
校
長

悟
業
記
念
に
と
、
花
の
種
と
手
紙
を
付
け
先
生
ら
十
人
の
一
行
は
、
朝
六
時
に
栃

づ
て
飛
ば
し
た
風
船
が
、
高
萩
保
育
所
に
木
を
出
発
。
高
萩
保
育
所
の
庭
に
は
、

| 藻
るさとのアルバム

、

v》、

十
一
月
二
十
二
日
に
は
、

記
念
行
事
が
予
定
さ
れ
て

街
並
み

歳
月
の
流
れ
の
な
か
に

今
年
は
、
市
制
施
行
一

十
周
年
の
年
に
あ
た
り

し
い
写
真
か
あ
、

の
移
り
変
わ
り
が
見
ら
打

知
ら
せ
‐
く
、
だ
さ
い

キ
ー
手
９

い
ま
す
。
こ
の
三
十
年

っ
、
市
民
活
動
課

丑

二

三

二

ず
包
さ
と
の
懐
，
和

蚤
」
‐
ま
蚤
工
主
条
誹
家
玄

鍔

ま
て
お

し

舞
い
お
り
た
百
日
草
が
、
一
行
を
待
ち

露
か
ね
て
い
た
か
の
よ
う
に
仙
開
に
咲
き

錐
並
び
、
に
ぎ
や
か
に
交
流
会
が
行
わ
れ

り
ま
し
た
。
保
育
所
の
児
童
が
歌
の
プ
レ

琴
ゼ
ン
ト
を
す
る
と
、
鴫
内
小
の
児
童
た

輔
ち
は
得
意
の
一
怖
車
乗
り
を
披
臨
。
み

ん
な
倣
声
を
あ
げ
て
大
喜
び
で
し
た
。

そ
の
後
、
佐
藤
所
長
の
案
内
で
、
市
内

醗謡 ；

‘

璽一
厩

唯､

?”｡､マ
篭

蕊

一

…

““

し
昭
和
五
十
九
年
七
月
、
ん
が
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
・
こ
ど
も

現
在
の
本
町
通
り
。
の
交
通
事
故
防
止
・
二
輪
車
の
安
全

Ｉ
、
！
！
Ｉ
１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
ｊ
利
用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

「
風
船
に
ま
つ
わ
る
ご
縁
で
、
ほ
ん
と
一

に
う
れ
し
い
話
で
す
。
子
ど
も
た
ち
一

も
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
す
酉

☆
真
湖
ち
ゃ
ん
（
風
船
の
飛
ば
し
主
）
一

「
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
で
す
。
高
萩
一

は
海
が
近
く
て
い
い
所
で
す
ね
。
）
一
し
し
今

☆
真
湖
ち
ゃ
ん
の
お
父
さ
ん
（
田
代
治
一

水
さ
ん
）

「
心
や
さ
し
い
保
育
所
の
か
た
か
た
に
一

拾
わ
れ
て
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
’
二

の
小
さ
な
交
流
た
い
せ
つ
に
し
た
一

い
て
す
ね
凸

一
〃
親
子
で
勉
強
に

一

二

君

１

９

…

９

？

９

９

４

９

も

４

９

’

４

よ

り

７

９

、

よ

り

１

９

や

４

９

７

９

二

▼

’

９

‐

▽

４

７

耐

’

９

ニ

ラ

型

９

二

丁

興

り

』

テ
ン
ト
村
作
戦

交
通
事
故
防
止
の
呼
び
か
け

八
月
一
日
か
ら
四
日
ま
で
”
四
日
間

夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動
の
一
環

と
し
て
、
テ
ン
ト
村
作
戦
が
行
わ
れ
ま

し
た
。高
萩
市
内
で
は
、
今
年
の
一
月
一
日

か
ら
死
亡
事
故
が
六
件
と
非
常
に
交
通

事
般
が
増
え
て
い
ま
す
。

常
陽
銀
行
前
で
行
わ
れ
た
テ
ン
ト
村

で
は
、
交
通
安
全
母
の
会
や
交
通
安
全

協
会
。
民
間
交
通
指
導
隊
員
の
み
な
さ

ん
が
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
・
こ
ど
も

の
交
通
事
故
防
止
・
二
輪
車
の
安
全

洲
利
用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

L＝

口

空
き
缶
は
も
う

絶
対
捨
て
ま
せ
ん
？
．

公
害
セ
ミ
ナ
ー

七
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
の
両
日

市
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
行
い
、

三
十
五
名
の
参
加
者
か
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
菊
地
聖
子
さ
ん
（
高
小
五

年
）
は
、
「
初
め
て
、
日
本
加
工
製
紙

㈱
高
萩
工
場
を
見
学
し
て
、
公
害
を
出

さ
な
い
よ
う
、
み
ん
な
で
努
力
し
て
い

る
様
子
が
と
て
も
良
く
わ
か
っ
た
。
そ

れ
か
ら
空
き
缶
の
映
画
を
み
て
、
私
も

こ
れ
か
ら
は
、
絶
対
に
捨
て
な
い
よ
う

に
し
た
い
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

っ
て
い
る
も
の
で
す
。
夏
休
み
の
宿
題

に
と
、
親
子
で
熱
心
に
メ
モ
を
と
る
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

夏休み子ども公害セミナー

(9)

目で見る市政教室
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〃
老
い
〃
は
だ
れ
し
も
避
け
て

通
る
こ
と
の
で
き
な
い
道
の
り

で
す
。市

内
の
六
十
歳
以
上
の
お
年

寄
り
の
人
□
（
五
十
九
年
八
月

一
日
現
在
）
は
、
五
千
二
百
八

十
九
人
で
、
総
人
□
の
十
五
・

八
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
で
、
寝
た
き
り
の
お

年
寄
り
は
七
十
九
人
い
ま
す
。

市
で
は
、
去
る
八
月
一
一
十
日

（
月
）
市
民
セ
ン
タ

で
、
寝

た
き
り
の
お
年
寄
り
な
ど
を
介

護
し
て
い
る
家
族
の
か
た
が
た

を
対
象
に
研
修
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
参
加
者
一
一
十
五
人
。
秋

山
の
小
川
さ
ん
に
よ
る
体
験
談

の
発
表
や
、
介
護
の
実
技
指
導

な
ど
が
行
わ
れ
、
家
族
の
か
た

が
た
の
頁
剣
な
よ
う
す
が
伝
わ

っ
て
き
ま
し
だ
。

〃
お
年
寄
り
の
身
に
な
っ
て
〃

ｌ
寝
た
き
り
老
人
介
護
者
研
修
会
よ
り
Ｉ

の
（
小
川
さ
ん
（
右
）
の
介
護
の
体
験
談
）

「
毎
朝
声
を
か
け
、
そ
の
反
応
で
一
日
の

よ
う
す
を
判
断
し
ま
し
た
。
一
番
気
を

つ
け
た
の
は
、
排
せ
つ
と
食
事
で
す
。

と
こ
ず
れ
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ボ

ケ
の
症
状
が
強
く
な
っ
て
大
き
な
声
を

出
す
こ
と
も
。
そ
ん
な
時
、
近
所
の
か

た
が
た
か
〃
お
年
寄
り
の
連
動
だ
か
ら
〃

と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
て
、
ず
い
分
元
気

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
’

ー

小川きよ子さん

秋山 | ，455

豊
か
で
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
め
ざ

し
、
市
内
で
活
躍
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

か
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
各
分
野
で
活
躍
し
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
相
互
の
親

睦
を
図
り
、
活
動
運
営
上
の
諸
問
題
を

話
し
合
う
第
一
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流

会
が
、
七
月
二
十
六
日
附
に
約
七
十
名

の
参
加
者
を
集
め
、
文
化
会
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

点
訳
友
の
会
、
手
話
サ
ー

砥
Ⅱ
″
ク
ル
、
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

〃
・
高
萩
日
舞
会
こ
ま
ど
り
日

う
謹
峠
峅
睾
繩
霊
印
脈
轄

よ
し
、
ボ
ラ
ン
テ
／
ア
実
践
の

ギ
ノ
事
例
発
表
や
講
演
、
映
画
な

’広
脾
熱
心
な
交
流
に
な
り
圭
Ｌ

を
た
静
ラ
ン
｜
ア
＃
ア
銅
こ
と

輪
は
諦
会
福
郡
協
議
会
に
お

の
た
ず
ね
く
だ
さ
い
．

〃
三
雁
三
’
二
一
一
一
内
線

一
プ
ン
？
■
⑫

一
フボ《

八
月
十
六
日
（
木
）
、
関
根
川
河
口

（
高
萩
ビ
ー
チ
カ
ー
テ
ン
前
）
で
「
高

萩
明
る
い
社
会
づ
く
り
推
進
協
議
会
」

主
催
に
よ
る
と
う
ろ
う
流
し
と
花
火
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
夕
方
六
時
三
十

分
ご
ろ
か
ら
、
と
う
ろ
う
が
次
々
に
流

さ
れ
、
そ
の
後
市
制
施
行
三
十
周
年
を

記
念
し
て
、
盛
大
に
花
火
が
打
ち
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

夜
空
に
花
火
が
舞
う
な
か
、
と
う
ろ

う
の
光
が
蛇
行
し
、
お
よ
そ
一
万
人
の

市
民
が
、
夏
の
夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

口
野
焼
き
を
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

へ
｝

七
月
二
十
九
日
㈲
、
縄
文
土
器
の
製

作
が
、
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
文
化
事
業
団
の
委
託
を

受
け
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
笠
間
か
ら

届
い
た
粘
土
を
こ
れ
、
縄
文
人
に
思
い

を
寄
せ
な
が
ら
、
土
器
づ
く
り
に
励
ん

で
い
ま
し
た
。
｜
か
月
の
乾
燥
期
間
を

お
い
た
土
器
は
、
八
月
二
十
六
日
日
に

縄
文
土
器
づ
く
り

馨
蜜
露
凹

串

鍔
５
ｔ
”
侭
＃
ｉ

姻
繩
郵
螺

》

《浄
巌 わ

ぁ
き
れ
い
″
三
の
夜
を
満
喫

ｌ
と
う
ろ
う
流
し
と
花
火
大
会
Ｉ

篭

3． ， ゞ:壁&

縄文人に思いを寄せて

－ 垣 …

加

岬

孵

旧

吋

訓

曲

砧

加

珊

膜

吟

邨

浄
蹄
認

１
肌

Ⅷ

雑御謡

灘
’1…=善 ざ 』鄙壌 ぎ晶婿…毛蕊識

い ｷ

: 鋸誘
孑 唾弓
。L芭狂

戦悪

調
理
手

な
お
、
詳
し
く
は
、
高
萩
市
役
所
市

長
公
室
職
員
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

市
職
員
の
退
職
に
伴
う
欠
員
補
充
の

た
め
、
若
干
名
を
募
集
し
ま
す
。

職
種
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
事
務
吏
員

一
般
技
術
吏
員
（
土
木
）

事
務
補

Ｉ
Ｃ

も ‘‘辞 『 7＃

来
年
四
月
採
用
の

市
職
員
を
募
集
し
ま
す

盆

二

三 市
長
公
室
職
員

甘

ｌ

Ｊ

曲

り

ｆ

パ

f鼻 厩 目

凸押二 ､甲需々‘ ﾛ“”蛙罰酔凸 －句Uh‘亜目“Br･ ■やけ…
一一A寧凸が羊訂4勺寺

i協響: }雑;職‘誇蕪縦‘1

…

、

果
二
二
口

内
線
二
五
一

二
五
一

*鵜

露
一

成功させよう ⑩＜ばも5



耐
移
転
し
ま
す
ゞ
ゞ
‐剛
無
料
法
律
相
談
を

高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
消
防
本

部
庁
舎
が
完
成

実
施
し
ま
す

高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
事
務
局
と
き
十
月
一
日
㈲

及
び
消
防
本
部
、
高
萩
消
防
署
は
、
九
午
前
十
時
～
午
後
三
時

月
十
日
か
ら
左
記
に
移
転
し
ま
す
。
と
こ
ろ
文
化
会
館

な
お
、
正
午
の
サ
イ
レ
ン
は
、
十
日
相
談
事
項
不
動
産
登
記
・
商
業
法
人

か
ら
新
庁
舎
で
鳴
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
登
記
・
供
託
・
訴
訟
関
係

す
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、
聞
き
と
れ
な
書
類
等

い
と
こ
ろ
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
遜
詔
杣
談
茨
城
司
法
書
士
会

ご
了
承
願
い
ま
す
。
恋
○
二
九
二
’
二
九
’
○
二
一
㈹

☆
移
転
先

仙
二
本
以
上
の
電
話
は

高
萩
市
東
本
町
三
丁
目
十
一
番
地

（
旧
警
察
署
跡
）

代
表
番
号
に

恋
消
防
本
部
（
代
表
）
二
二

二
二
五
八

事
務
局
一
三
’
三
一
七
代
表
番
号
の
扱
い
は
、
二
本
以
上
の

電
話
を
グ
ル
ー
プ
化
し
、
そ
の
代
表
番

仙
税
金
の
お
は
な
し

号
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
何
本
か
の
空
い

市
民
大
学
講
座
で
は
、
九
月
二
十
八
て
い
る
電
話
に
自
動
的
に
つ
な
が
り
、

◇
Ｄ
人
〉
。
人
γ
人
争
。
人
？
。
人
Ｙ
Ａ
◇
ｉ
◇
◇
人
￥
。
人
〉
。
人
〉
？
◇
。
人
〉
・
‐
◇

一
》

全
国
救
助
技
術
大
会
に
出
場
Ｉ
消
防
署

八
月
二
十
四
日
鯛
、
名
古
屋
市
で
行
わ

れ
た
全
国
大
会
に
、
鈴
木
正
文
消
防
副

士
長
官
ｌ
プ
ブ
リ
ッ
チ
渡
過
）
が
出

場
し
ま
し
た
。
鈴
木
消
防
副
士
長
は
、

六
月
三
十
日
の
県
大
会
、
八
月
四
日
の

関
東
大
会
（
一
都
九
県
）
で
好
成
績
を

納
め
、
関
東
代
表
と
し
て
出
場
、
毎
日

の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

Ｉ
ハ
〉
・
人
◇
ｖ
＄
人
ハ
〉
●
人
》
ｐ
’
ハ
〉
■
’
八
〉
●
人
〉
・
伽
ハ
〉
●
人
ハ
ャ
血
’
八
Ｙ
■
人
》
．
■
鴎
八
〉
。
Ａ
ハ
〉
早
人
ヤ
■
人
ハ
〉

日
午
後
二
時
か
ら
中
央
公
民
館
で
税
金

の
話
し
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
行
い
ま

す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
も
ご
参
加
く
だ

き
い
・

命
違
反
広
告
物
を
な
く

し
て
街
を
き
れ
い
に
／
・

科
学
万
博
を
控
え
、
街
の
美
観
を
維

持
す
る
た
め
、
市
で
は
、
十
月
に
土
木

事
務
所
、
警
察
署
等
と
協
力
し
て
県
条
例

に
違
反
す
る
は
り
紙
、
は
り
札
及
び
立

看
板
等
の
一
斉
撤
去
を
行
い
ま
す
。
無

断
で
掲
出
し
て
い
る
人
は
、
速
や
か
に

撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。

今
後
は
、
禁
止
地
域
等
に
設
置
さ
れ

て
い
る
野
立
広
告
物
等
に
つ
い
て
も
、

撤
去
勧
告
等
必
要
な
措
置
を
行
っ
て
い

き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
高
萩
市
役
所
都
市
計
画

課
（
盆
二
三

二
二
一
内
線
四
一
二

ま
で
ど
う
ぞ
。

グ
ン
と
か
か
り
や
す
く
な
る
仕
組
み
で
す
。

○
手
続
き
は
、
す
べ
て
電
話
局
で
行
な

い
、
工
事
費
用
も
無
料
で
す
。

○
問
い
合
せ
は
、
丑
二
二
’
四
二
二
九

サ
ー
ビ
ス
管
理
係
へ

高
萩
電
報
電
話
局

市民総合体育大会

十
月
二
卜
人
日

十
月
二
十
八
日

叫
日

十
月
七
日

十
月
十
四
日

※
計
し
ノ
＼
は

七
日

手

１

回

Ｈ

“

・

１
日

第
十
回
市
民
、
ハ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

第
十
一
回
市
民
卓
球
大
会

第
九
回
市
民
ゞ
ハ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

市
民
体
育
館
（
二
三
’
二
五
五
二
）

第
五
回
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

高
浜

大
会
名

第
三
十
六
回
軟
式
庭
球
大
会

日
時
十
月
八
日
か
ら
翌
年
二

月
四
日
ま
で
の
毎
月
曜
日
（
但

し
、
冬
期
休
業
等
を
除
く
）

全
十
四
回
午
後
二
時
～
三
時
、

三
十
分
恥
‐蝿』

内
容
夢
の
深
層
心
蝿
Ｌ
鞠
凸

酔
鑑

理
学
、
面
接
法
、
ロ
品
々
力

ｌ
ノ
フ
レ
イ
Ｉ
イ
ー
ン

、
し
し
。

参
加
費
』
ハ
、
０
０
０
－
行

グ
等

募
集
人
員
十
名

円

※
詳
し
く
は
、
茨
城
キ
》
一
品

》

》

リ
ス
ト
教
大
学
カ
ウ
ン
セ
》

リ
ン
グ
研
究
所
ま
で

（
恋
○
二
九
四

五
二

三
二

一
五
内
線
三
八
二
）

識

↑
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

公
開
セ
ミ
ナ
ー
メ
ン
バ
ー

市
民
体
育
館

市
民
体
育
館

高
萩
工
業
高
校

ま
で
ど
う
ぞ
。

会
場

高
萩
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

ー

連
動
広
場

“

軍鍵甥挙二鐸躍淫燕
P 毎…、弼埠強 ､ 二 q主器 骨号 …滝 生荻霊､

~、
市内高浜町3-98-2

坂島恭子さんの紹介
〈スキムミルク入りミルクセーキ> LHE.'．"~ﾐuU､-’ 。。 二

坂島恭子さんの紹介（坂島さんのお話）
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日曜当番医

9月,6口 |全生堂医院 |＊ ” 22－2304
9月23日 滝川医院 春 日 町

9月30日 白土、 医院束本町

10月7R l講
時間は、いずれも午前9時から午後4時までです。

’
’
’
三
一
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三

三

三

一

三

一

一

三

三

三

一

三

－

三
一

一一一

一

一

三

一

三

三
一

三
一
一

一一一

廟

一
小
林
末
吉
さ
ん
烏
椚

一
五
十
嵐
吉
見
さ
ん
有
明
町

二
万
円
社
会
附
祉
へ

一
大
高
博
沽
さ
ん
隅
名

二
十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

｝
山
崎
英
さ
ん
春
日
町

冬
礼
服

十
万
円

釜
呈
忌
あ
、
ノ
が
と
う

新涼の頃

猛＝も去り、いよいよ新涼の季節である。万物は

よみがえった心地で、山手には萩をはじめ芒も穂を

．－ 出し、桔梗撫子女郎花|こ=の花藤筐といった、秋の

七草も彩りを見せてくれる。

それにしても、こうしだ山野草の数が年々少なく

なって来たと､自然を守る友の会員はなげいている。

絵と文伊藤龍馬

｜ l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l I l l l l l l l l l l l l l l l l I ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' 1

ｒ
↓
へ
占

香
典
返
し
の
一
部

囮
寄
贈
図
書
館
へ

新
書
寄
贈

○
吉
田
清
さ
ん
安
良
川

古
書
寄
贈

○
小
岩
豐
彦
さ
ん
安
良
川

と
き
十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）

午
前
十
一
時
～
午
後
Ⅲ
時

（
出
演
団
体
に
よ
り
変
更
有
）

と
こ
ろ
文
化
会
館
ホ
ー
ル

Fし

※
参
加
希
望
の
か
た
は
、
教
育
委
貝
会

狂
二
三
’
三
三
一
へ

９
１
１
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
Ｊ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
１
日
Ⅱ
Ⅱ
１
Ⅱ
１
１
Ⅱ
Ⅱ
１
１
Ⅱ
１
１
日
Ｉ
■
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｒ
Ｉ
Ｉ
９

市
民
音
楽
祭

出
演
者
募
集

文化祭展示

川柳作品募集

倉I作自由ﾛ今

官製ハガ､キ使川

住所、氏名、 ′志

11

ク

3句まて

道話番号記入

締め切り

昭和59年10月10日 必着

－9月の納税一 ～人口と世帯～

前月比

人l 1 33､570 (+12)

男 16．442 （－1 ）

女 17，128 （＋13）

世州: 10，034 ( 5)

昭和59年8月1日現在）

（
》

賞

旧I|民年金（2期）

｜納期｜狼 10j11日

市長賞、文化|渤会長貫

入選句は文化祭に展示します。

投句先

島名1966
L__

樫村一歩

幼
稚
園
、
小
中
学
校
の
運
動
会

九
月
九
日
松
岡
中

君
田
小
・
君
田
中

九
月
十
五
日
杖
山
中

九
月
十
六
日
高
萩
中

几
月
二
十
三
日
秋
山
小
・
松
岡
小

東
小

九
月
三
十
日
高
萩
小
・
横
川
小

東
幼
稚
園

十
月
七
日
秋
山
・
松
岡
幼
稚
間

１
月
ｌ
几
日
輔
一
幼
碓
圃

古
い
写
真
を
探
し
て
い
ま
す

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
市
制
施
行
三

十
周
年
記
念
展
示
と
し
て
、
写
真
に
よ
る

〃
高
萩
の
移
り
変
わ
り
〃
の
展
示
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
み

な
ざ
ん
の
家
庭
の
ア
ル
》
ハ
ム
に
、
高
萩

に
関
す
る
古
い
写
真
が
保
存
さ
れ
て
い

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
当
館
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
館
で
は
こ
の
よ
う
な
貴
重

な
資
料
を
展
示
、
保
管
し
、
後
廿
の
人

々
に
我
が
町
の
歴
史
を
末
長
く
仏
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

丑
二
三

七
二
二
九

県
民
手
帳
（
六
十
年
版
）
の

申
込
受
付
中
／
・

締
め
切
り
十
月
十
五
日
ま
で

申
込
み
先
市
役
所
庶
務
課

恋
二
三

二
二
一
内
線
三
一
二

（ ）
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